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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月27日(2016.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブドウ球菌属の種により発現されるセリン－アスパラギン酸（ＳＤ）リピートタンパク
質のＳＤリピート（ＳＤＲ）エピトープに結合する抗体又はその機能的部分であって、細
胞傷害性薬剤と結合して抗体‐薬剤複合体を形成する、抗体又はその機能的部分。
【請求項２】
　ＳＤＲタンパク質はＣｌｆＡ、ＣｌｆＢ、ＳｄｒＣ、ＳｄｒＤ及びＳｄｒＥからなる群
から選択される、請求項１に記載の抗体又はその機能的部分。
【請求項３】
　前記バクテリアは表皮ブドウ球菌（S. epidermidis）である、請求項１に記載の抗体又
はその機能的部分。
【請求項４】
　ＳＤＲタンパク質はＳｄｒＦ、ＳｄｒＧ及びＳｄｒＨからなる群から選択される、請求
項３に記載の抗体又はその機能的部分。
【請求項５】
　前記バクテリアはスタフィロコッカス・キャピティス（S.capitis）である、請求項１
に記載の抗体又はその機能的部分。
【請求項６】
　ＳＤＲタンパク質はＳｄｒＸである、請求項５に記載の抗体又はその機能的部分。
【請求項７】
　前記バクテリアはスタフィロコッカス・カプラエ（S.caprae）である、請求項１に記載
の抗体又はその機能的部分。
【請求項８】
　ＳＤＲタンパク質はＳｄｒＹ及びＳｄｒＺからなる群から選択される、請求項７に記載
の抗体又はその機能的部分。
【請求項９】
請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を含む、医薬及び／又は予防薬。
【請求項１０】
　請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を含む、グラム陽性細菌関連疾患を治療及び
／又は予防するための医薬及び／又は予防薬。
【請求項１１】
　グラム陽性細菌関連疾患を治療するため及び／又は予防するための医薬及び／又は予防
薬の調製ための、請求項１から８の何れか一項に記載の抗体の使用。
【請求項１２】
　請求項１から８の何れか一項に記載の抗体、及び薬学的に許容される担体、希釈剤又は
賦形剤を含む、薬学的組成物。
【請求項１３】
　請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を産生する方法であって、前記抗体をコード
する核酸を持つ細胞を提供すること、及び前記細胞に前記核酸を翻訳させること、それに
より請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を産生することを含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１から８の何れか一項に記載の前記抗体を回収すること、精製すること及び／又
は単離することを更に含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を含む、ブドウ球菌感染の診断用キット。
【請求項１６】
　黄色ブドウ球菌（S. aureus）及び／又は表皮ブドウ球菌（S. epidermidis）を検出す
るための、請求項１から８の何れか一項に記載の抗体の使用。
【請求項１６】
　請求項１から８の何れか一項に記載の抗体を含む、ブドウ球菌感染の診断薬。
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【請求項１８】
請求項１から８の何れか一項に記載の抗体の使用して、溶液から黄色ブドウ球菌（S. aur
eus）及び／又は表皮ブドウ球菌（S. epidermidis）を単離する方法。
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